
アタッチメントと精神病理 講習会

開催日時・場所
日時：平成27年9月20日（日）、21日（祝）、22日（祝） 9:00-16:00
開催場所：東京医科歯科大学３号館18階 保健衛生学講義室１

乳幼児保健学会 東京医科歯科大学大学院 保健衛生学研究科 小児・家族発達看護学内

ＴＥＬ：03-5803-0159 E-mail:  jaih.cfn@tmd.ac.jp
URL：http://www.tmd.ac.jp/gradh/cfn/jaih/home.htm

参加者
医療・保健・福祉および心理・教育関連の専門職、もしくは大学院生。また、先着120名までとします。

参加費
1日参加 20,000円
2日参加 35,000円
3日参加 45,000円
学生 1日につき5,000円

申し込み方法
E-mailにて乳幼児保健学会事務局までお申込み下さい。お申込みの際に
は、メール本文に氏名・所属・職種・連絡先（E-mailアドレス）をお書き下
さい。また、参加費は指定口座にお振り込み下さい。メールでのお申込み後、
振込先をお知らせいたします。なお、振込受領証をもって領収書に代えさせ
ていただきます。

申込期限： 平成27年9月4日（金）

その他
通訳（逐語訳）あり

講師
Family Relations Institute 所長 Patricia M. Crittenden博士

主催：乳幼児保健学会 協賛：パーソナリティ心理学会

このたび、米国にて家族関係研究所（Family Relations Institute ）を主宰し、長年にわたってアタッチメント
（愛着）研究をリードされてきたPatricia M. Crittenden博士を日本にお招きし、講習会を開催することとなりました。

Crittenden博士は、アタッチメント研究の基礎であるストレンジ・シチュエーション法を開発した故Ainsworthの下で
アタッチメント研究を開始されました。Crittenden博士は当初から被虐待児などハイリスク群のアタッチメント研究を中心
に行い、近年では、最新の認知科学や様々な臨床心理学理論などを取り入れて、「アタッチメントと適応の力動－成熟
モデル (Dynamic-Maturational Model of Attachment and Adaptation: DMM)」という統合的人格発達理
論を提唱しています。本講習会に参加することによって、このDMMという新しいアタッチメント理論の全体像を学べます。
Crittenden博士のアタッチメント理論は実践的で、看護・保育・心理臨床等の様々な現場で役立つものです。また、
人格発達研究を志す実証研究者にとっても魅力的なものです。
３日間参加者には修了証書を発行します。この修了証書は、アダルト・アタッチメント・インタビューなどの上級資格の
講習会参加に活用できます。 是非、乳幼児や家族の臨床、人格発達研究にかかわる多くの専門家にご参加いただき
たいと思います。詳しくはFamily Relations Instituteのホームページ〔http://www.patcrittenden.com/〕をご
覧ください。
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１８Ｆ 保健衛生学講義室１ 電車でのアクセス

キャンパスマップ

1. 青い矢印のスロープを上る.
2. 赤い矢印の渡り廊下を通って

M&Dタワー入口から、講堂エントラ
ンスにお進みください （ここが２階に
なります）.

3. 入ったらすぐに右に曲がると（黄色
の矢印）３号館に入ります.

4. 左にある３基のエレベーターで1８階
に上がって下さい.

スターバックス・
セブンイレブン


